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■
活動
指標

布マスク配付 2,000人×2枚 100

■
成果
指標

感染症防止 2,000人×2枚 100

経費節減効果 節減効果
の内容金額

主
要
指
標

指標の種類
計算方法

目標（推計）値

名称 2

そ の 他
一般財源 0

事 業 費
国 県
市 債

事 業 費
国 県
市 債

園児用布マスク発注
そ の 他 園児用布マスク納期

一般財源 0 園児用布マスク各施設配付事
業
費
の
積
算

・布マスク単価×保育園児数・幼稚園児数×2枚×
税率
400円×2,000人×2牧×1.1＝1,760,000円
・妊婦用不織布マスク
2,000円×260箱＝572,000円（税込）
郵送料 市内特別 211円×220人＝46,420円

市外 350円× 19人＝ 6,650円
妊婦用不織布マスク計 625,070円

※郵送料 計53,070円の1/2母子保健衛生費国庫
補助金対象
合計 2,385,070円

事 業 費 2,386 内容
国 県 2,386

事
務
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

不織布マスク発注・郵送
市 債

そ の 他
一般財源 0

事業継続
後年度負担

[ 内容

支出根拠
法令要綱
等名称

母子保健医療対策総合支援事業施要綱 母子保健衛生費国庫補助金交付要綱

内容
感染症拡大防止対策 園児に布マスクを2枚配る

妊婦に不織布マスク50枚配布

業務形態

内容
住民の感染症対策 園児の感染症対策及び保護者等の経済支援

妊婦の感染症対策及び経済支援

事業対象

事業目的

感染症拡大防止対策

国からの布マスク供給を受けない保育園及び幼稚園へ布マスクを配布し、保護者等の負担や不安を和らげる

国からの布マスク配布が遅延していることで、外出等に不安を感じている妊婦に不織布マスクを配布し、不安を緩和する。

弱者への支援

経済的支援
個別
取組

感染症拡大防止対策

① ②

③ ④

感染症拡大防止対策

妊婦の健康維持及び不安解消

園児の健康維持及び保護者等の負担や不安の解消
事業による
改善・変更点

事業概要
新型コロナウイルス感染症対策の観点から、国からの布マスク供給を受けない保育園及び幼稚園に布マス
クを購入し、配布する。また、国から妊婦用布マスクの配布が遅延していることから、不織布マスクを配布す
る。

現在の課題や
市民要望など

国からの布マスク供給を受けない保育園及び幼稚園へ布マスクを配布することで保護者等の負担や不安
を和らげ、また国からの布マスク配布が遅延していることで、外出等で不安を感じている妊婦へ不織布マス
クを配布し、感染拡大防止を徹底する。

健康管理課保健センター 内線 項

事業評価シート【新規事業-１】

事業名 必需物品供給事業
基
本
計
画

章

事業コード 節

担当者氏名 職名 細項目

課係名

総
合
戦
略

基本目標

個人・世帯 団体(民間) 団体(公共) 内部管理 その他

全部委託 一部委託 直営 負担金・交付金 その他

有 無

有 無

単年度 複数年度：無期

複数年度：有期

有 無



別紙２ 事業評価シート【新規事業-２】

項
目
別
評
価

１.実施主体・目的の妥当性
・自治体が関与すべき事業か。民間で実施できないか。
・総合計画における目的に合致するか。課題解決に結びつくのか。

評価

Ａ.妥当である
Ｂ.改善する余地がある
Ｃ.妥当ではない

◎評価理由(上記の観点により記入してください）

Ａ
国が布マスクを配布しない、保育園児・幼稚園園児を対象としてお
り、弱者支援となり妥当である。
また、国が予定していた4月に布マスクが配布されない妊婦に対
し、早急に不織布マスクを配布することは妥当である。

２．事業の有効性
・意図した成果は確実に得られるか。
・類似の目的を持つ事業はないか。

評価

Ａ.有効である
Ｂ.改善の余地がある
Ｃ.有効ではない

◎評価理由(上記の観点により記入してください）

Ａ 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として確実に有効である。

３．事業の効率性
・成果を維持したまま費用を削減する余地はあるのか。
・将来的なコストの増加・増大の要因はあるか。

評価

Ａ．効率的である
Ｂ．改善の余地がある
Ｃ．効率的ではない

◎評価理由(上記の観点により記入してください）

Ａ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の必要物品供給
事業を活用できる。

４．緊急性
・今実施しなければならない理由。
・実施しない場合の問題点。

評価

Ａ.すぐに実施する必要有
Ｂ.2～3年後に実施する必要有
Ｃ.すぐに実施する必要はない

◎評価理由(上記の観点により記入してください）

Ａ 新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため緊急性を要す。

６．同規模他市・周辺市町村の状況
・ほとんどの自治体で実施、同規模以上の自治体は実施、ほとんど実施し
ていないが先進的な取り組みであるなど、具体的に記述

本市として、感染症対策の観点から住民弱者である保育園児、幼稚園園児を守ることは責務であり、他市
町村より率先して展開することで、感染症拡大防止となる。

５．市民要望・公平性
・どういう市民要望があるのか。 ・受益者負担は適正か。
・公平性の点から受益の偏り（特定の地域や個人等）はないか。

評価

Ａ.多くの市民要望有
Ｂ.一部地域・団体等の要望有
Ｃ.要望はない

◎評価理由(上記の観点により記入してください）

Ａ
各家庭、小中学校、妊婦等には、国からの布マスク配布はあるが、
保育園児、幼稚園児には配布がないため、感染症対策として1人2枚
配布したい。

総
合
評
価

■実施計画における位置づけ、財政状況による実現性

評価
Ａ．実施
Ｂ．一部実施
Ｃ．実施しない

◎評価理由
国が行うマスク配布事業の対象外となる幼児の感染予防と、子育

て家庭の安全安心に資する事業と認められる。
Ａ

■政策調整会議による評価

評価
Ａ．実施
Ｂ．一部実施
Ｃ．実施しない

◎評価理由

■庁議による方針

評価
Ａ．実施
Ｂ．一部実施
Ｃ．実施しない

具体的な方向性
担当課の提案どおり実施するものとする。

Ａ


